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松 本 隆 (大阪市大理学部地学)
大陸地殻を代表するような平均的岩石は､広い意味で の花 こう岩であると考
えられている｡即ち大陸地殻ではSi02 に飽和した岩石 (酸性岩 ･中性岩)が
非常に大きなパーセントを占めているといえよう0-万､地球全体の組成とし
て､コン ドライ ト･モデルをとる事の可否は別にしても､分化する以鰐の地球







ある O この′酎ま､あとで検討する事にして､ まず寵の基永由方針をの代 で.お く｡
地球の内部にゆくにしたがって圧力が 高くなる事は当■り酪であるが . ｣監カがー高
くなる事の結果として､マントル構成物質が種々の相転移を起したり､了相平衡
を変化したりする事が予想される｡ このばあい↓ マン トル内部におけるマグマ
の形成およびその分化作用の用式は.地殻内部で同一組成の′物質か らマグマが
形成されたり分化したりする様式とかなりもが う筈である｡そこで､ マン トル
を代表するような系について相平衡q)圧力による変化をしらぺ､熔融過程或 る
敵 いは分党過程が圧力に よってどう夢啓されるかを換討するo この壷菜を大陸地
殻の成因論に適用しようというわけであるO





＼単 純 な マ ン ト ル 系 の 相 平 衡
絵本 隆
マン トルで主要な役割りを果すであろうと思われる鉱物はカンラン石 ･キ石 ･
ザク ロ石などである｡ この事を頭において岩石のSiO2飽和度の問題の議論に
一番適当な系を考えてみると.それは トウキ石 (CaMgSi206)･カンラン石






に伴 う啓々のパラゲータ(･D変化については一応の見境りがある｡ 又, シリカガ
ラスは高圧では著 しく縮んで重いガラスになる事 も知 られている｡
少 し荒ばいが. これ らの データを凝み合わせて､ シリカとランカン右の相図を
求めた0第 1図a,bもこれを示すOっ ぎに. これを基礎にして､問題の 3成
分系の相図の圧力による変化を予想した｡ この 3成分系では晦 2Sio2-Si02
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喝 2SiO4 晦 SiO3 Si･02 第 蕗
第 2図 Mg2SiO4 約 110Kb 14OKb 以上でのC融鹿Si206rMgo-SiO2
これ らの予想埠勿論､厳密ではないが,ひとつの目安としてほ役立つと思わr-







の潤 の共融点は著しくSi02 に近づ く事が予想されるO
(3) 90-100Kb以上になると再びガンカキ石は分解熔融を起すであろう｡
但 し, このはあいには(1)とちがって､シリカ紋に分解するであろうC
大 陸 地 殻 の 起 源 ､
(a) 地球が一度は熔融状態を経過したとしよう｡若しも内郭か ら固化が進行
してゆけば､どうなるであろうかC このはあい.地球の組成はシリカに不飽和
な墳塩基性岩､たとえば コン ドライ ト類似のものだとしようC吾々が問題にし
た3成分系では, これを トウキ石-ガンカキ石籍 線 よりカ ンラン石成分に偏っ
た点で対応 させる事ができる｡ そうすると､ このような組成のマグマが結晶分
化作用を行ない最終残夜がシリカに富むようになるのは一度に述べ薫 (i)～E3)め

























考える事 も可能七･'ぁるoい まのべたモデル は､その説明のひとつのケースであ
る｡
-79-
